
2021年度ジャイアンツカツカ ヒ信越 Bブロック代表決定戦試合規定

今大会は原則として当該年度の公認野球規則、および大会特別規定を適用して開催する。

1.各チームは原則としてその会場の前の言式合の 4回終了時 (ただし4回時点でのコールドゲームが成立した

場合{馬式合終了後。第 1試合について{馬式合開始 40分前)までに所定のメンバー表を競技委員会に提

出して審判員立会いの下で先攻・後攻を決める。また投手の投球回数申告用紙 (各投手それぞれに前の

言式合までのま曼球回数を記入すること)も提出する。

2.言式合は原貝」としてフ回イニング制とし、4回糸冬了日寺点を1寺つて成立言式雀)とする。また言式1合成二z後、雨天など

やむをえない事情で試合続行が不可能になつた場合は、両チームが攻撃の完了した均等回までの成績を対

象とする。

01コールドゲーム宣告の日寺点での弓|き分けの場合、打ち切り日寺点におけるメンノヾ-9人ずつによる抽選で次の

試合に進出するチームを決める。 (注 :SLの方法で実施する。)

4.また4回を満たさずに言式合が中■Lとなった場合にはサスペンデッドゲートとして、後日大会本音Fが指定した会

場 0日 日寺で続きを行なう。

5.得点差|こよるコールNよ 4回以降終了時 10点差、5回終了時以降 7点差以上ついた場合に適用する

(決勝戦は対象外)。 代表決定戦は決勝とは考えないが、点差によるコールドゲームとはしない。(注 :大会

約款 ,4回終了以降 10点差でコールドゲーム)

6.試合は2時間制限言式合とし、4回以降言式合開始から2時間を超えては新しいイニングには入らず、制限時

間に達した時点でのイニング (表裏)を最終回とし、そのイニング終了時点で同点の場合は、それ以降はタイ

ブレーク方式を採用する。(注 :SLは 3イニング→抽選i旦 Lは勝敗m
・ タイブレーク方式は、1アウト満塁の状態で再開する。この場合、前のイニングの打撃を完了した選手の次

の打順の選手が最初の打者となり、走者は 1塁から順に前のイニングの最後から数えて 3人の打者力測〕め

る。 (怪我などその他の理由での代打と代走は言忍める)タイブレーク方式は、試合が決着するまでイ予なう。

・ 投手のノーヒットノーランは認めるが、完全試1合は言忍めない。またタイブレークにより出塁した 3´人の選長Fは

自責点扱いしない。

・ 打者はタイフし一クにより出塁した 3人の選手は出塁の記録は認めないが、盗塁 (盗塁死を含む)、 得

点、残塁は記録する。

フ=投手の投球数制限について

01日最大 80球以内とし、連続する2日 間で 120球以内とする。連続する2日 間で80球を超えた場

合、3日 目は投球を禁止する。

・ 3連投 (連続する3日 間で3試合)する場合は、1日の投球数を40球以内とする。4連投 (連続す

る4日 間で4試合)は禁止する。

・ 1日 80球投球後、翌日投球を休めば、3日 目は80球の投球を可とする。

・ 上記 1～ 3を基本原則とするが、打席の途中で制限数が来た場合は当該打者の打席終了までは投球

を認める。制限数を超過した球数は翌日以降の投球数にはカウントしない。



・ 連続する2日間で 80球を超える投球をした投手、並びに3連投した投手は、登板最終日並びに翌日

は1甫手としても出場できない。

・ ボークは1曼 ]球数としない。

・ 雨などでノーゲームとなつた試合は投球数にカウントする。

打者 (次の打者も)・ 走者は危険防止のため必ず両耳に安全ガードを付けたヘリレメットを装着すること。捕

手も防護ヘルメットや所定の防具を装着すること。

怪我などの理由によリー時的に出場できない選手に対して「特別代走」を認める。この場合、その打者の最

も近い打撃を終えた投手以外の選手を対象とする。

監督、コーチは 1試合につきマウンドヘ行けるのは 2回まで。 (投手交代の場合は回数に数えない)3度

以上マウンドに行つたら、その日寺点の投手は自動的の交代しなければいけない。またタイブレークになった場合

はそれ以前の回数に関係なく、3イニングIこつき1回だけ投手のところへ行くことは言忍める。

グ1回、BLはタイブレークで1回 )

8.

0.

⑩ .

0.守備側タイム・攻撃側タイムは 1試合 (フ イニング)

みの場合と監督が行く場合含めて2回 )

12.延長回に入つたら、守備側タイム・攻撃側タイムは3イニングに1回とする。

131グランド内でフリレベンでの投球練習を行なうときは、必ず打撃監視員を置く。

●=試合前の用具チェックは、各団体の審判員が当たる。用具チェックの時期はベンチ入り後、アッ勁前に行なう。

(注 :BLは指定業者、5L_1よ使用規励

15.次打者は、必ずネクストバッターサークリИこ入る。待機する姿勢は各団体に任せる。

①.ネクストバッターの次打者の、ベンチ前での素振りは禁止する。α≧ BLは試合中ベンチ横での素振りを1名認

蜘

17.投手の 12秒、20秒リレールは適用しない。

18.ベンチ前のキャッチボールは禁止する。

①.フ
｀
ルペンの使用については、バッテリーの投球練習か野手の送球練習を 1組認める。oL:BLは投球練習、

送球練習で2_組ま工認める)

につき2回とする。(注 :BLは守備側タイムとして選手の

20.第 1試合 4回終了後、次試合バッテリーの投球練習は禁止する。

211試合の投球練習は、初回 フ球、2回以降 3球、投手交代時 5球とする。

22.申雀蒟燎菫はイ〒なう。

23.サングラスの使用を言忍める。 (用具チェック日寺に審半」員が確言忍する。)鐘 :SLoBLともミラーレンズ、ガラスレン

m
24.スタンド内での保護者の応援方法については、各団体に任せる。(注 :BLコロナ対応で大声での応援、メ

ガホンを使用した応援は認めない)

25.

26.

27.手袋・リストバンド (アームリストバンドを含む)0リストガード0保護ガード等に関して市販されているものはす



べて認める。色は各団体に任せる。(注 :BLは指定業者の製品であ祖地 の指定1よ型い)

８

　

９

２

　

２

親指用バットグリップ (言吉まり防止パッド)の使用を禁止する。(BL:規定はない)

ボールボーイ、バットボーイ、シートノックネ南助員は登録選手 18名から出す。

30.4回終了時、グランド整備を行なう。グランド整備の時間 (10分間)は言式合時間から除く。 (控え審判

員がチェックする。)コーチボックスには、監督、コーチ、選手のいずれかが入る。必ずヘルメットを着用する。

(選手は両耳Nレメットを着用)

31.その他、記載のない事項|こついては、第 15回ジャイアンツカップ大会約款を参照する。



第5回  ジヤイアンツカップ 北信越Bブ ロック 長野地区大会

地区代表

<参加チーム>

リトルシニア

ボーイズ

3チ ーム

1チ ーム

<球 場 >

3日 (土)松川村川西球場
4日 (日 )長野県営球場 (予備 日)

<開催 日>

令和 3年 7月 3日 (土 )

予備 日 7月 4日 (日 )


